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１．はじめに
平成 25 年の日本の出生数は 102 万 9816 人で
あり，約 31 秒に１人がこの世に生を受けてい
る １）．同年の周産期死亡率は 3.7 と世界最低率を
維持しており，我が国の周産期医療の水準の高さ
がうかがわれる．一方で同年の死産数は２万
4102 胎，そのうち自然死産数は１万 938 胎となっ


























周 産 期 死 亡： 妊娠満 22 週以後の死産＋早期新
生児死亡（生後１週間未満の死亡）
周産期死亡率： 年間周産期死亡数年間出生数＋年間の妊娠満 22 週以後の死産数× 1000
死　　　　産： 妊娠 12 週以後の死児の出産（後
期流産を含む）


























































IBM SPSS Statistics 19 を使用し統計処理を
行った．属性による比較については，フィッシャー






























設であった．その内訳は，19 床以下 47 施設
（42.3％），20 床以上 199 床以下 13 施設（11.7％），






分娩件数 45,391 件 / 年，総死産数 536 件 / 年，
各施設平均分娩数 416 件 / 年，各施設平均死産
数 5.06 件 / 年であり，分娩に占める死産の割合
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は 1.18% であった．平成 25 年度では総分娩件数
45,809 件 / 年，総死産数 530 件 / 年，各施設平
均分娩数 416 件 / 年，各施設平均死産数 4.95 件
/ 年であり，分娩に占める死産の割合は 1.15% で
あった．平成 26 年度では総分娩件数 44,758 件 /
年，総死産数 526 件 / 年，各施設平均分娩数 403







64 施設で最も多く，次いで２日が 35 施設，０日
が 26 施設，３日が 18 施設，４日以上が５施設
であった．死産後の在院日数では，２日が 54 施


































 総分娩数 総死産数 施設平均分娩数 施設平均死産数 分娩に占める死産
の割合（％） 
平成 24 年度 45391 件 536 件 416 件 5.06 件 1.18％ 
平成 25 年度 45809 件 530 件 416 件 4.95 件 1.15％ 


















































































































Fisher の 直 接 法
（片側）
家族と面会  0 施設／0 施設  24 施設／30 施設
母児同室 21 施設／7 施設  12 施設／23 施設 0.040* 
児の衣服(作成・着衣) 12 施設／10 施設  12 施設／20 施設 0.169 
児の沐浴 22 施設／21 施設  2 施設／9 施設 0.049* 
児の更衣(見学・実施) 16 施設／11 施設  8 施設／19 施設 0.027* 
児への手紙  20 施設／19 施設  19 施設／11 施設 0.092 
折紙，玩具，菓子の供物  11 施設／5 施設  13 施設／25 施設 0.021* 
母子手帳の記入 11 施設／4 施設  13 施設／26 施設 0.009**
母乳のお供え  19 施設／23 施設  5 施設／7 施設 0.546 
児への授乳  23 施設／25 施設  1 施設／5 施設 0.155 
カンガルーケア  19 施設／20 施設  5 施設／10 施設 0.239 
臍帯の切断  23 施設／26 施設  1 施設／4 施設 0.253 
納棺 51 施設／8 施設  8 施設／22 施設 0.009**
抱っこ 8 施設／8 施設  16 施設／22 施設 0.406 
思い出の品配布  17 施設／9 施設  7 施設／21 施設 0.003**
表 5 回答施設がグリーフケアで使用していた用具の準備方法
＊表中の数値は施設数を示す
臍帯 手形足形 写真 ネームカード 髪 その他 爪
配布していると回答した施設数















4 20 9 2 45 26 
手紙
(n=106)
1 1 1 32 13 58 
折り紙
(n=106)
0 2 10 18 22 54 
棺
(n=106) 32 8 12 2 44 8 
玩具やお菓子
(n=106)
1 13 0 17 32 43 
ネームカード
(n=106)
4 7 6 1 6 82 
臍帯・爪・髪
入れ(n=106)
4 18 2 2 25 55 
指導パンフレ
ット(n=106)








































備していない 70 施設，スタッフの手作り 20 施設，
表２　年間死産数の多い施設と少ない施設で比較した児との思い出づくり支援の実施状況
表３　配布している思い出の品（複数選択可）








子宮の変化 77 施設（74％），次回妊娠時期 62 施
設（60％），死産後の精神面の変化 47 施設（45％），
避妊方法 31 施設（30％），自助グループの紹介







ない 57 施設（58％），施設での面接実施 24 施設





































Fisher の 直 接 法
（片側）
家族と面会  0 ／0 施設  24 施設／30 施設
母児同室 21 施設／7 施設  12 施設／23 施設 0.040* 
児の衣服(作成・着衣) 12 施設／10 施設  12 施設／20 施設 0.169 
児の沐浴 22 施設／21 施設  2 施設／9 施設 0.049* 
児の更衣(見学・実施) 16 施設／11 施設  8 施設／19 施設 0.027* 
児への手紙  20 施設／19 施設  19 施設／11 施設 0.092 
折紙，玩具，菓子の供物  11 施設／5 施設  13 施設／25 施設 0.021* 
母子手帳の記入 11 施設／4 施設  13 施設／26 施設 0.009**
母乳のお供え  19 施設／23 施設  5 施設／7 施設 0.546 
児への授乳  23 施設／25 施設  1 施設／5 施設 0.155 
カンガルーケア  19 施設／20 施設  5 施設／10 施設 0.239 
臍帯の切断  23 施設／26 施設  1 施設／4 施設 0.253 
納棺 51 施設／8 施設  8 施設／22 施設 0.009**
抱っこ 8 施設／8 施設  16 施設／22 施設 0.406 
思い出の品配布  17 施設／9 施設  7 施設／21 施設 0.003**
表 5 回答施設がグリーフケアで使用していた用具の準備方法
＊表中の数値は施設数を示す
臍帯 手形足形 写真 ネームカード 髪 その他 爪
配布していると回答した施設数















4 20 9 2 45 26 
手紙
(n=106)
1 1 1 32 13 58 
折り紙
(n=106)
0 2 10 18 22 54 
棺
(n=106) 32 8 12 2 44 8 
玩具やお菓子
(n=106)
1 13 0 17 32 43 
ネームカード
(n=106)
4 7 6 1 6 82 
臍帯・爪・髪
入れ(n=106)
4 18 2 2 25 55 
指導パンフレ
ット(n=106)
3 1 20 1 11 70 
表４　回答施設がグリーフケアで使用していた用具の準備方法
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Grief Care for Stillbirths in the Tokai Hokuriku Region: 
Implementation Status and Aids Used
Kumiko KAWABATA，Hiroshi ASAMI
Abstract
　To examine the actual conditions of the implementation status and aids used for families’ grief 
care in the case of stillbirths, a survey targeting hospitals and clinics handling delivery cases in the 
Tokai Hokuriku region was conducted. At all the institutions that responded to the survey, families’ 
grief care was generally conducted through methods of contact with the baby; for instance, 
memories were created with the stillborn baby by seeing or holding the baby. The umbilical cord 
was overwhelmingly the article most often distributed as a keepsake. With the exception of coffins, 
there were no specialized articles used for grief care, and handmade or readymade articles were 
used. Guidelines on discharge from the hospital were mainly concerned with aspects of physical 
care, and there was no substantial support after discharge. Families’ grief care related to stillbirths 
tends to conclude with care within the hospital, and there is a lack of specialized aid. Accordingly, 
there is a need to implement initiatives to respond to these challenges in the future.
Keywords　stillbirths, grief care, survey of actual conditions, aids
